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ア
ル
カ
リ

電
池
。
マ
ン

ガ
ン
電
池
よ

り
長
持
ち
、

値
段
も
ま
ず

安
価
な
の
で

今
や
乾
電
池

の
主
流
で
あ
る
。
1
9
0
2

年
（
明
治
　
年
）
5
月
　
日

35
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エ
ジ
ソ
ン
は
、
ア
ル
カ
リ
電

池
を
発
表
し
た
。
こ
れ
を

使
っ
た
電
気
自
動
車
を
製
造

販
売
し
て
い
る
。
当
時
ガ
ソ

リ
ン
自
動
車
は
故
障
が
多

く
、
電
気
自
動
車
と
い
い
勝

負
を
し
て
い
た
。
フ
ォ
ー
ド

は
競
争
に
勝
っ
て
、
ガ
ソ
リ

ン
車
が
全
盛
期
に
入
る
。
そ

れ
か
ら
百
余
年
、
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
を
経
て
再
び
電
気
自

動
車
の
時
代
が
来
る
▼
エ
ジ

ソ
ン
は
、
電
力
会
社
も
経
営

し
て
い
た
。
時
は
交
流
か
直

流
か
の
競
争
の
時
代
。
長
距

離
の
送
電
に
適
し
た
交
流
に

軍
配
が
上
が
り
、
直
流
シ
ス

テ
ム
で
あ
っ
た
エ
ジ
ソ
ン
電

灯
会
社
は
敗
北
し
た
。
家
電

ご
と
に
交
流
を
直
流
に
直
し

て
使
う
現
シ
ス
テ
ム
は
、
効

率
が
悪
い
。家
庭
内
配
線
は
、

直
流
シ
ス
テ
ム
で
行
う
家
庭

内
直
流
化
が
今
後
の
方
向
性

と
か
▼
「
天
才
と
は
、　
％
99

の
努
力
と
1
％
の
ひ
ら
め
き

で
あ
る
」。詳
細
を
調
べ
る
と

彼
が
伝
え
た
か
っ
た
の
は
、

「
努
力
す
る
こ
と
」
で
は
な

く
、「
ひ
ら
め
き
を
大
切
に
す

る
こ
と
」の
方
で
あ
っ
た（
山

口
智
司
著『
明
言
の
正
体
』）。

▼
エ
ジ
ソ
ン
の
努
力
が
花
開

く
時
が
再
来
し
た
。
社
会
環

境
も
、
ひ
ら
め
き
が
育
つ
時

代
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
。
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で
、窓
口
負
担
が
重
く
、経
済

的
理
由
か
ら
必
要
な
医
療
が

受
け
ら
れ
な
い
と
い
う
実
態

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、Ｆ
Ａ
Ｘ

登
録
し
て
い
る
会
員
8
3
0

人
に
行
わ
れ
、1
1
2
人（
医

科
　
人
、歯
科
　
人
）か
ら
回

80

32

答
を
得
た（
回
収
率
　
％
）。

13

　
回
答
の
あ
っ
た
医
療
機
関

の
う
ち
、医
科
　
％
、歯
科
　

45

66

％
が「
経
済
的
理
由
と
思
わ

れ
る
治
療
中
断
が
あ
っ
た
」

と
回
答
し
た（
図
1
）。

　
ま
た
、「
最
近
、患
者
さ
ん

か
ら
経
済
的
な
理
由
で
必
要

な
診
療
内
容
を
減
ら
す
よ
う

要
望
さ
れ
た
こ
と
は
あ
る

か
」と
の
問
い
に「
要
望
が

あ
っ
た
」と
の
回
答
は
、医
科

　
％
、歯
科
　
％
だ
っ
た（
図

59

63

2
）。
　
今
回
の
結
果
は
、正
規
の

「
保
険
証
」が
あ
っ
て
も
、窓

口
負
担
が
重
く
、経
済
的
理

由
か
ら
必
要
な
医
療
が
受
け

ら
れ
な
い
状
況
が
広
が
っ
て

い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

特
に
歯
科
で
そ
の
傾
向
が
強

く
表
れ
た
。

　
誰
も
が
安
心
し
て
医
療
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た

め
、患
者
負
担
軽
減
は
緊
急

の
課
題
だ
。

（
ア
ン
ケ
ー
ト
の
詳
細
は
4

面
）

　「
年
金
が
入
る
ま
で
会
計

を
待
っ
て
」、「
痛
い
歯
だ
け

治
療
し
て
ほ
し
い
」。

　
岩
手
県
保
険
医
協
会
が
、

会
員
を
対
象
に
実
施
し
た

「
受
診
実
態
ア
ン
ケ
ー
ト
」

ま
で
あ
り
、
ま
た
窓
口
で
の

混
乱
、
医
療
機
関
の
事
務
負

担
増
や
患
者
の
待
ち
時
間
が

増
え
る
な
ど
の
事
態
も
予
想

さ
れ
る
。
談
話
で
は
、「
こ
れ

が
本
当
に
患
者
の
た
め
の
制

度
と
い
え
る
の
か
」
と
し
、

「
一
刻
も
早
く
撤
回
す
る
べ

き
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。

署
名
、
抗
議
な
ど

各
地
で
取
り
組
み

　
各
地
の
協
会
・
医
会
で
は
、

明
細
書
発
行
体
制
等
加
算
の

　
明
細
書
発
行
義
務
化
に
つ

い
て
は
、
実
施
時
期
や
院
内

掲
示
の
内
容
、
明
細
書
を
発

行
し
な
く
て
も
よ
い
「
正
当

な
理
由
」
と
は
何
か
に
つ
い

て
、
医
療
機
関
か
ら
の
疑
問

が
相
次
ぎ
、混
乱
が
生
じ
た
。

ま
た
、一
部
マ
ス
コ
ミ
が「
4

月
か
ら
全
医
療
機
関
で
明
細

書
が
発
行
さ
れ
る
」と
伝
え
る

な
ど
不
正
確
な
報
道
が
、混
乱

に
拍
車
を
か
け
て
い
る
。

　
4
月
1
日
以
降
、
病
院
を

中
心
に
義
務
化
が
実
施
さ
れ

算
定
要
件
と
な
る
院
内
掲
示

物
の
配
布
や
、
会
員
な
ど
の

疑
問
の
声
に
答
え
る
な
ど
、

義
務
化
施
行
に
向
け
た
対
応

を
行
う
一
方
、
明
細
書
発
行

義
務
化
の
問
題
点
を
指
摘

し
、
一
刻
も
早
い
撤
回
を
求

め
る
運
動
を
強
め
て
い
る
。

「経済的理由で治療中断」が顕著

　
愛
知
県
保
険
医
協
会
で

は
、
義
務
化
に
反
対
す
る
緊

急
要
望
を
長
妻
大
臣
に
あ
て

行
っ
た
。

　
京
都
府
保
険
医
協
会
で

は
、義
務
化
撤
回
の
会
員
署

名
に
取
り
組
み
、民
主
党
京
都

府
連
に
撤
回
を
求
め
る
陳
情

を
行
い
、長
妻
昭
厚
労
大
臣
に

届
け
る
よ
う
要
請
し
た
。

　
ま
た
、点
数
検
討
会
で
の

参
加
者
署
名
の
取
り
組
み
を

含
め
、福
島
、埼
玉
、東
京
、三

重
、大
阪
、島
根
、福
岡
、大

分
、佐
賀
な
ど
の
各
協
会
が

署
名
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

現
場
の
実
態
に
そ
ぐ
わ
な
い

直
ち
に
義
務
化
撤
回
を

　
全
国
保
険
医
団
体
連
合
会
の
武
田
浩
一
理
事
（
医
科

診
療
報
酬
改
善
対
策
委
員
長
）
は
、『
新
点
数
Ｑ
＆
Ａ
レ

セ
プ
ト
の
記
載
』
の
発
刊
に
あ
た
り
談
話
を
発
表
し
、

明
細
書
発
行
義
務
化
に
関
し
、「
地
域
医
療
の
現
場
の
実

態
に
そ
ぐ
わ
な
い
。
一
刻
も
早
く
撤
回
す
る
べ
き
で
あ

る
」
と
し
た
（
6
面
に
関
連
記
事
）。

て
い
る
が
、
医
療
機
関
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
声
で
は
、
明
細

書
の
発
行
を
希
望
す
る
患
者

は
少
な
い
の
が
現
状
だ
。

　
こ
う
し
た
点
を
踏
ま
え
、

武
田
談
話
で
は
「
地
域
医
療

の
現
場
を
考
慮
し
て
い
な
い

こ
と
に
加
え
、
圧
倒
的
な
検

討
不
足
の
も
と
見
切
り
発
車

で
導
入
さ
れ
た
こ
と
は
明
ら

か
」
と
指
摘
し
た
。

　
明
細
書
発
行
義
務
化
に
伴

う
患
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
や

告
知
の
問
題
が
未
解
決
の
ま

　「
共
済
の
今
日
と
未
来
を

考
え
る
懇
話
会
」
は
4
月
　15

日
、
自
主
共
済
の
存
続
を
求

め
る
国
会
内
集
会
を
開
催

し
、
自
主
共
済
団
体
、
労
働

組
合
共
済
な
ど
約
　
人
が
参

80

 明 細 書  
 発 行  

自主共済団体、労働共済などから80
人が参加した懇話会の国会内集会

加
し
た
。
保
団
連
か
ら
は
、

住
江
憲
勇
会
長
、
竹
崎
三
立

副
会
長
を
は
じ
め
、
各
協
会

役
員
、
事
務
局
が
多
数
参
加

し
た
。

　
懇
話
会
を
代
表
し
て
情
勢

報
告
を
行
っ
た
住
江
憲
勇
会

長
は
、
今
年
に
入
っ
て
か
ら

金
融
庁
が
あ
ら
た
め
て
共
済

団
体
の
実
態
調
査
を
行
い
、

自
主
共
済
が
存
続
で
き
る
よ

う
に
す
る
た
め
の
対
応
法
案

が
取
り
ま
と
め
ら
れ
よ
う
と

し
て
い
る
こ
と
、
4
月
7
日

に
は
、
保
団
連
と
し
て
大
塚

副
大
臣
か
ら
、
法
案
の
概
要

説
明
を
受
け
た
こ
と
を
報
告

し
た
。
そ
し
て
、
新
保
険
業

法
で
作
っ
た
瑕
疵
は
、
新
保

険
業
法
の
適
用
除
外
な
ど
、

自
主
共
済
が
従
前
通
り
運
営

で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で

正
す
必
要
が
あ
る
な
ど
と
主

張
し
た
こ
と
を
紹
介
し
た
。

　
4
月
　
日
の
金
融
庁
政
策

14

会
議
で
出
さ
れ
た
法
案
概
要

で
、一
定
の
規
制
・
監
督
ル
ー

ル
を
課
す
こ
と
、
法
人
格
を

取
得
し
主
務
官
庁
が
監
督
す

る
こ
と
、
詳
細
は
政
省
令
に

委
ね
ら
れ
て
い
る
こ
と
等
の

要
件
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
つ
い
て
は
、
自
主
共
済
を

存
続
さ
せ
る
と
の
趣
旨
に
鑑

み
、
実
態
に
則
し
た
内
容
で

ま
と
め
る
こ
と
。
ま
た
、
新

保
険
業
法
制
定
時
に
適
用
除

外
が
政
省
令
に
委
ね
ら
れ
た

た
め
に
自
主
共
済
が
適
用
除

外
と
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
か

ら
、
法
案
の
詳
細
を
で
き
る

だ
け
明
ら
か
に
す
る
よ
う
金

融
庁
に
求
め
た
と
報
告
し

た
。
　
最
後
に
参
加
者
に
、
今
日

の
到
達
点
を
各
党
国
会
議
員

へ
伝
え
る
と
と
も
に
、
す
べ

て
の
自
主
共
済
団
体
が
救
済

さ
れ
る
よ
う
な
措
置
を
講
じ

る
よ
う
、
適
用
除
外
署
名
や

各
団
体
の
「
加
入
者
・
会
員

の
声
」
運
動
に
取
り
組
む
な

ど
、
さ
ら
に
運
動
を
広
め
よ

う
と
訴
え
た
。

　
集
会
に
は
、
民
主
党
、
国

民
新
党
、
自
民
党
、
共
産
党

か
ら
国
会
議
員
7
人
が
参
加

し
、
自
主
共
済
を
守
る
懇
話

会
活
動
へ
の
激
励
と
挨
拶
が

寄
せ
ら
れ
た
。

自
主
共
済
の
存
続
訴
え

共
済
懇
話
会
が
緊
急
国
会
内
集
会

患者負担の軽減を急げ




